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研究成果の概要（和文）：南極越冬隊員は約1年の間、メンバーが固定され物の行き来がない長期閉鎖環境での
生活を強いられている。研究者らが行った越冬隊員に対する帰国後インタビュー調査においては、越冬生活にお
いて隊員が自らストレスをコントロールし、メンタルヘルスを維持していることが伺えた。本研究では、質問紙
を用いた気分評価による主観的な指標と内田クレペリン精神検査を用いた生理的な指標との関連を検討すること
で、ストレス予防における生理的な指標の有用性について検討した。その結果、主観的には感知されない身体的
精神的疲労が作業に影響している可能性が推察され、生理的指標は、自覚のない疲労感への気づきに寄与する可
能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Wintering members of Japanese Antarctic research expedition were kept 
enclosed and isolated in Antarctica for about a year. In our post-mission interview, it was reported
 that though they underwent considerable stress, they maintained themselves. In our research, we 
investigated how subjective assessments (using mood scale) are correlated with physical assessments 
(using Uchida-Kraepelin psychodiagnostic test) and estimated the usefulness of physical assessments.
 Based on the results, we guessed that members had insensible fatigue influenced on their 
performance. We suggest using physical assessments in cases where people are not aware of their 
fatigue and hence cannot report in self-reports.

研究分野： 臨床心理学
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
南極地域観測隊員を対象とした継続的な

心理調査は，国内外において極めて少ない。
筆者らは，国立極地研究所の協力により，南
極医学研究の一環として，2000 年代に 10 年
間主に越冬中の心理状態を測るべく質問紙
と投映法を用いた継続調査を行ってきた。こ
の調査によって，感情に時期変化があり，睡
眠に困難を抱える総数に有意な差はないも
のの，睡眠に関する重症度は増すことを明ら
かにした。一方，帰国後のフィードバックと
面接調査を実施し，「南極」という日常とは
違う地平の生活を行い帰国後に，日本への再
適応が問題になる事例を見出し，再適応のた
めの心理的サポート体制の構築と開発を目
的にした研究を行ってきた。 
これら一連の研究では，筆者らは，閉鎖環

境において第三者が現地から離れた地点か
ら越冬している隊員に介入することのリス
クを避けるため，極地における調査は越冬医
療隊員の協力を仰ぎ施行をお願いし，帰国後
にすべてのデータをまとめフィードバック
するという形式をとっていた。その一方で，
帰国後の面接調査からは，ストレスを抱えな
がらも自らの統制によって生活を送られた
という事例が存在している。こうした事例は，
ネガティブ感情が一般成人よりも低いとい
う筆者ら研究チームの質問紙調査結果から
も見出しうる。そこで，自己コントロールす
るのに有益な情報を発信し，越冬中での自ら
のストレスを，専門的知識を有しなくとも
“身体の不調”の可視化によって認知するこ
とを大目的として，ⅰ）ストレスに関する主
観的な評価とストレスの生理的反応との関
係を明らかにして，心身にわたる複合的なデ
ータベースの構築を目指すこと,ⅱ）長期閉鎖
環境における体系的なサポートシステムの
構築を眼差したデータベースを用いた出発
前カウンセリングの導入を検証する必要が
あると考えられた。 
２．研究の目的 
（1）研究開始当初の目的 
 質問紙調査の結果を身体の不調やネガテ
ィブな感情という視点から再分析し，ⅰ）越
冬中の身体的な不調の詳細と主観的感情評
価との関係を明らかにするとともに，予備調
査によって，生理的な指標である基礎データ
（指尖血液量，心拍，筋電図，皮膚コンダク
タンス）とストレスの関係を明らかにする。
ⅱ）越冬期間中に得られた生理的基礎データ
を分析し，出発前カウンセリングの導入を検
証することを目的として研究を開始した。 
 
（2）研究目的の修正 
 初年度に計画していた帰国後の越冬隊に
対してのインタビューによる聴取及び，越冬
隊体験者や研究メンバーを対象とした予備
調査の結果，指尖血液量や心拍，筋電図など
の基礎データを生理的機器を用いて測定す
ることは，機器使用における心的影響や非簡

便性の観点から慎重であるべきであるとい
う意見が得られ，内田クレペリン精神検査を
通してみられる生理的側面に着目するとい
う研究手法に変更した。この研究手法の変更
に伴い，目的を以下のように修正した。ⅰ)
越 冬 中 の 身 体 的 不 調 に つ い て                                                     
の詳細を明らかにし，主観的評価と身体症状
の関係に関する検討を加えること，ⅱ）越冬
期間中に実施された内田クレペリン精神検
査の作業曲線から見出せるストレスについ
て検討し，それらの結果やこころの健康に関
する予備知識を越冬隊員にフィードバック
することに関する心的影響を検討すること
を目的とした。 
３．研究の方法 
（1）研究１：越冬中のストレスに関する主
観的評価と身体症状との関係についての考
察 
①調査協力者：2000 年代に越冬した隊のうち
連続する三隊次（同時期に同内容で調査を行
った連続する隊）73 名 
②調査時期：調査全体のスケジュールは，日
照条件やその他環境要因も含めた時期変化
について検討を加えるため，出発前の日本
（11 月），越冬初期（3 月），極夜期（6 月），
極夜明け（7 月），白夜期（2 年目の 11 月―
12 月），帰りの船（2年目の 2月―3月）の 6
回に分けて行われたが，今回の分析は，その
一部を検討するにとどめ，越冬中の白夜期の
みを対象とした。白夜期を抽出したのは，こ
れまでの調査において白夜期に第三四半期
現象が認められる隊があったことや今回素
材とした自由記述の記述量の分散が白夜期
に最大になることを理由に選別された。 
③対象データ：対象とするデータは，ストレ
スに関する自由記述と心身の健康状態を測
定する SHC の結果を対象とした。ストレスに
関する自由記述は，「最近ストレスに感じる
ことはありました？または良いことはあり
ましたか？」と教示し，諸要因について自由
に回答していてもらう形式をとった。いずれ
も集団法で実施し，出発前は研究者が越冬中
は医療隊員が配布回収を行った。 
④分析手法：判別分析を用いた。SHC の症状
を独立変数として，自由記述のあり/なしを
従属変数とし分析を行った。あり/なしとい
う区分で分析することによって，主観的にス
トレスを感じ，それを表す人と表さない人の
健康状態との関係を考察するためである。な
お SHC は，27の症状項目をその意味的なまと
まりから 10 の症状（精神神経症状・自律神
経系症状など）に分類した。 
 
（2）研究 2：内田クレペリン精神検査の実施 
①調査協力者：X次隊 30 名 調査は医学研究
の一環として行われ，協力者の同意を得て行
われた。 
②調査時期：これまでの研究時期に合わせる
ことで複合的なデータベースの構築に役立
つという観点から 6 回（出発前，越冬初期，



極夜，極夜明け，白夜，帰りの船）に分け実
施した。 
③調査用具：内田クレペリン精神検査，気分
を測定する POMS,FHM（FHM Safety ;株式会社
トライプロ PC 上で光の点滅を認識する能力
を調べ，疲労度を測定するもの）であった。
実施はすべて医療隊員が行い，内田クレペリ
ン精神検査と POMS は集団法，FHM は個別法で
行った。 
 
（3）研究 3：帰国後のインタビュー調査 
①調査協力者：X-2 次越冬隊員 11 名，X次隊
越冬隊員 10 名 
②調査時期：帰国した翌年 2月－3月 
③調査方法：越冬中の体験（主にストレス状
況の詳細）とフィードバックされた内容を事
前に聞いておくことの是非について半構造
化面接を実施した。 
 
４．研究成果 
（１）身体症状と主観的なストレス評価との
関連性の検討 
調査対象者 78 名のうち，自由記述あり群

は 62 名，自由記述なし群は 16 名であった。
Wilks’lamda は，.759（χ²＝19.62，p＜.05）
データの 74％は正しく２つのグループに分
類された。有意であることが示されたのは以
下の点である。 
① 胃の症状（胸やけ・胃の不快感・胃炎・

胃痛）において，自由記述あり群の方が
自由記述なし群よりも，症状の訴えが多
い。 

② 腸の症状（おなら・下痢・便秘）におい
て，自由記述なし群の方が自由記述あり
群よりも，症状の訴えが多い。 

③ 呼吸器症状（咳・喘息）において，自由
記述なし群の方が自由記述あり群溶離も，
症状の訴えが多い。 

以上のように，自由記述のあり群となし群で
は身体症状の訴えの多少の差異が見出され
た。自由記述への表現が一概にストレスの気
づきやすさを示しているとは言えないが，ス
トレスを自由記述という形で表現できない
群においては，身体的にも排出する（呼吸や
腸）器官の症状を有する可能性が示唆された。
これらは，メンタルヘルスの自己管理におい
て，身体症状に注目することがこころの健康
を意識する一つの契機になりうることを示
唆する結果であったと考えられる。 
 
（２）内田クレペリン精神検査における生理
的側面に関する検討 
内田クレペリン精神検査の「生理的指標」

の側面について検討するべく，内田クレペリ
ン検査に関する先行文献からその機能をま
とめた。この研究においては内田クレペリン
精神検査において判定の基準となる「定型」
曲線の想定された 5因子のうち「意志緊張」
を取り上げ，その作用に 1分毎の作業をフィ
ードバックするという在り方を見出した。じ

これら自らにフィードバックされるという
“自己モニタリング”によって引きおこされ
た生理的な緊張および弛緩が作業量の増減
に働くということが示唆された。 
 
（３）内田クレペリン精神検査および気分に
関する主観的評価との関連の検討 
 気分の変動（POMS）については，「緊張―
不安」，「抑うつ」，「活気」，「混乱」について
は統計的に有意な差が見られなかった。また，
「怒り―敵意」は越冬初期に比べ白夜期の数
値が有意に高い傾向にあり（p＜.10），「疲労」
も同様に越冬初期に比べ白夜期に高くなる
傾向（p＜.10）にあった。これらの結果は，
およそ白夜開始時期にネガティブ感情が高
まる「第三四半期現象」を支持している結果
であった。 
 FHM Safety を用いた結果では，帰りの船
においては，全体平均として極夜や極夜明け
よりもすばやく光を認識できている傾向に
あることが示された。一方，PC 上で VAS を用
いて直線上に疲労度を答える質問において
は，極夜明けや越冬初期に疲労度は強いもの
の，極夜の疲労度はそれほど強くないという
結果にあり，自覚的に感じられる「疲労」と
は異なる疲労が認知に影響している可能性
が示唆された。 
 内田クレペリン精神検査において，作業量
は，出発前は他の時期に比べ有意に作業量が
少ないこと（p＜.05）が示された。また，越
冬初期と比べ，極夜と極夜明けは有意に作業
量が多いこと（p＜.05）が示された。これら
の結果は，検査の繰り返しによる練習効果が
よるものとみられ，全時期を通して安定した
作業の遂行がなされたことを示している。作
業曲線の結果は定型からのズレの程度によ
って分類したⅠ型からⅤ型の5段階の型によ
って判定した。その結果極夜や極夜明けは，
Ⅰ型・Ⅱ型で示されるような定型からのズレ
が少ない型の割合が少なくなり，Ⅳ型・Ⅴ型
といった定型からのズレの程度が大きい型
の割合が増えることが示された。（図１） 

時期によって，参加人数は異なっており一概
にはいえないが，極夜・極夜あけ・帰りの船
においては，その人らしさが作業の遂行に現
れている結果であったと考えられる。 
全体結果から，主観的な「疲労」や「怒り―
敵意」の評価では，白夜期が高く，ストレス
度も高いことが示されていたのに対し，疲労
に対する認知能力を示すＦＨＭや自己モニ



タリングという形で生理的緊張を示すよう
な内田クレペリン精神検査においては極夜
や極夜明けの結果の方が高い疲労度を示す
結果となり，主観的に評価されない疲労の存
在が示唆された。 
 
（4）帰国後のフィードバックにおける心身
の健康に対する予防的学習の是非について 
帰国後のフィードバックでは，個別に各個

人のデータを示しながら越冬中のストレス
に関して各隊員の思いをお聞きすると同時
に，これらの結果がデータベース化された場
合に事前に知っておくことがどのようにス
トレス対処に影響するかということを聴取
した。その結果，一部の隊員は事前に越冬中
の各時期における起こりやすいストレスや
その対処方略について知っておくことがス
トレス対処において有益に働くと思われて
いる一方で，年によりその環境条件やそれに
伴う職務の進行状況および隊毎のグループ
力動が異なるために，現地に赴いてから柔軟
にそれらの知識の使用を見極める必要があ
るとの見解が得られた。また複数回の越冬経
験がある場合など自らの経験的知識が先立
つ場合があることが伺われたことからも事
前のストレス学習においては導入における
慎重な検討が求められる。さらに，内田クレ
ペリン精神検査では作業曲線から各々の時
期において，個別に感じられていたストレス
の詳細な語りが得られ，作業曲線に現れる生
理的な緊張においては個別の事象が関連し
ていると推測された。 
 

（5）本研究の国内外の位置づけ 
本研究の成果については，その一部をマレ

ーシアで開催された SCAR での 2 本の発表，
および国際心理学会での 3本の口頭発表，国
立極地研究所で行われた医学医療ワークシ
ョップおよびソウルで行われたワークショ
ップなど国内外で発表を行った。本研究のよ
うに継続的に行っている心理調査研究は少
なく，そのインパクトは決して小さくはなく，
各国の心理調査の現況など積極的なディス
カッションがなされた。一方日本の昭和基地
は各国の基地から離れた場所に位置し，他国
の基地との行き来が少なく，その閉鎖性等の
点において特殊な事情も伺えた。今後そうし
た日本独自の在り方を含め協力者の個別要
因を超えた知見をまとめていく必要がある
と思われる。 
 
（7）今後の展望 
①本研究によって，主観的なストレスへの気
付きによらないストレスとの関連がある事
象について，身体症状への気付きおよび作業
に現れる疲労を見出すことができたことが
一つの成果であると考えうる。本研究の結果
は，長期閉鎖環境において，各自のストレス
への気付きの補助的指標として機能するも
のであり，今後さらにデータを解析し，主観

的評価とは異なる気づきの指標を見出すこ
とは，長期閉鎖環境におけるメンタルヘルス
維持に求められる即時の援助要請に繋がる
と思われる。 
②本研究で用いた内田クレペリン精神検査
は作業が目に見える形で自身にフィードバ
ックされるという作用機序を有していた。自
分の 1分毎の作業が「見える化」されること
は，自分の仕事の能率についての気付きを促
すという点で有用ではあるが，一方個別フィ
ードバックで作業曲線を見られた協力者に
はその受け取り方に個人差があり，戸惑われ
る方もいた。長期閉鎖環境におけるこのよう
な戸惑いは日本の日常生活よりも強い影響
を与えるものであることが推測され，今後，
「可視化」の影響を個人のパーソナリティの
側からみることによって，長期閉鎖環境下で
のストレス予防に関する心理教育の導入を
検討することができると考えられる。 
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